
10

20

JP 2023-79110 A 2023.6.7

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2023-79110
(P2023-79110A)

(43)公開日　令和5年6月7日(2023.6.7)

(54)【発明の名称】　ロボット、ロボットの組立方法およびロボットシステム

(51)国際特許分類
　   Ｂ２５Ｊ 9/06 (2006.01)
　   Ｂ２５Ｊ 17/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｂ２５Ｊ 9/06 　　　Ｄ 　　　
　Ｂ２５Ｊ 17/00 　　　Ｇ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-192566(P2021-192566)
(22)出願日　 令和3年11月26日(2021.11.26)

(71)出願人　 000002369
セイコーエプソン株式会社
東京都新宿区新宿四丁目１番６号

(74)代理人　 100091292
弁理士　増田  達哉

(74)代理人　 100173428
弁理士　藤谷  泰之

(74)代理人　 100091627
弁理士　朝比  一夫

(72)発明者　 坂待  淳基
長野県諏訪市大和３丁目３番５号  セイ 
コーエプソン株式会社内

Ｆターム（参考）　 3C707 BS15 CS09 CV07 CY37
HS27 HT02

テーマコード（参考）
　３Ｃ７０７

(57)【要約】
【課題】ベルトに加わる負荷を抑制しつつ、駆動プーリ 
ーにベルトを掛け回すことが可能なロボット、かかるロ 
ボットを効率よく組み立てられるロボットの組立方法、 
ならびに、前記ロボットを備えるロボットシステムを提 
供すること。
【解決手段】第１部材と第２部材とを備え、第１部材は 
、対向配置されている第１壁部および第２壁部、第１突 
出部ならびに第２突出部を有する筐体と、モーター本体 
、駆動プーリーおよびフランジを有する駆動部と、従動 
プーリーを有する関節部と、駆動プーリーと、ベルトと 
、を有し、第１突出部および第２突出部は、互いの離間 
距離が、フランジが突出する長さより短く、フランジの 
両端部を支持する支持部と、互いの離間距離が、フラン 
ジが突出する長さより長く、フランジの両端部が通過す 
る欠損部と、を有することを特徴とするロボット。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　9　　ＯＬ　（全20頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 第 １ 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 部 材 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る 第 ２ 部 材 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 部 材 は 、
　 互 い に 離 れ て 対 向 配 置 さ れ て い る 第 １ 壁 部 お よ び 第 ２ 壁 部 、 前 記 第 １ 壁 部 か ら 前 記 第 ２  
壁 部 に 向 か っ て 突 出 し て い る 第 １ 突 出 部 、 な ら び に 、 前 記 第 ２ 壁 部 か ら 前 記 第 １ 壁 部 に 向  
か っ て 突 出 し て い る 第 ２ 突 出 部 を 有 す る 筐 体 と 、
　 駆 動 軸 ま わ り に 回 転 す る 駆 動 力 を 発 生 す る モ ー タ ー 本 体 、 前 記 モ ー タ ー 本 体 に 接 続 さ れ  
て い る 駆 動 プ ー リ ー 、 お よ び 、 前 記 モ ー タ ー 本 体 か ら 前 記 駆 動 軸 に 交 差 す る 方 向 に 突 出 し  
て い る フ ラ ン ジ を 有 す る 駆 動 部 と 、
　 従 動 プ ー リ ー を 有 し 、 前 記 第 ２ 部 材 に 前 記 駆 動 力 を 伝 達 す る 関 節 部 と 、
　 前 記 駆 動 プ ー リ ー と 前 記 従 動 プ ー リ ー と に 掛 け 渡 さ れ て い る ベ ル ト と 、
を 有 し 、
　 前 記 第 １ 突 出 部 お よ び 前 記 第 ２ 突 出 部 は 、
　 互 い の 離 間 距 離 が 、 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 方 向 に お け る 長 さ よ り 短 く 、 前 記 フ ラ ン ジ  
が 突 出 す る 方 向 に お け る 両 端 部 を 支 持 す る 支 持 部 と 、
　 互 い の 離 間 距 離 が 、 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 方 向 に お け る 長 さ よ り 長 く 、 前 記 フ ラ ン ジ  
の 前 記 両 端 部 が 通 過 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 欠 損 部 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 駆 動 軸 に 沿 っ た 位 置 か ら 見 た と き 、 前 記 欠 損 部 は 、 前 記 駆 動 軸 と 前 記 関 節 部 と の 間  
に 位 置 す る 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 筐 体 は 、 少 な く と も 前 記 第 １ 壁 部 お よ び 前 記 第 ２ 壁 部 に よ り 画 さ れ る 内 部 空 間 と 外  
部 空 間 と を つ な ぐ 開 口 部 を 有 し 、
　 前 記 駆 動 軸 に 沿 っ た 位 置 か ら 見 た と き 、 前 記 開 口 部 と 前 記 欠 損 部 と が 重 な る 請 求 項 １ ま  
た は ２ に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 支 持 部 は 、 締 結 孔 を 有 し 、
　 前 記 フ ラ ン ジ は 、 前 記 締 結 孔 を 用 い て 前 記 支 持 部 に 締 結 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に  
記 載 の ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 筐 体 は 、 少 な く と も 前 記 第 １ 壁 部 お よ び 前 記 第 ２ 壁 部 に よ り 画 さ れ る 内 部 空 間 と 外  
部 空 間 と を つ な ぐ 開 口 部 を 有 し 、
　 前 記 駆 動 軸 に 沿 っ た 位 置 か ら 見 た と き 、 前 記 開 口 部 と 前 記 締 結 孔 と が 重 な る 請 求 項 ４ に  
記 載 の ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 支 持 部 は 、 前 記 フ ラ ン ジ と 接 触 す る 接 触 面 を 有 し 、
　 前 記 接 触 面 は 、 機 械 加 工 面 で あ る 請 求 項 １ な い し ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 関 節 部 は 、 前 記 従 動 プ ー リ ー と 接 続 さ れ る 減 速 機 を 有 し 、
　 前 記 モ ー タ ー 本 体 は 、 前 記 駆 動 軸 に 沿 っ た 方 向 に お い て 、 前 記 減 速 機 の 前 記 ベ ル ト を 介  
し た 反 対 側 に 位 置 し て い る 請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ロ ボ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 第 １ 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 部 材 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る 第 ２ 部 材 と 、
を 備 え る ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 で あ っ て 、
　 互 い に 離 れ て 対 向 配 置 さ れ て い る 第 １ 壁 部 お よ び 第 ２ 壁 部 、 前 記 第 １ 壁 部 か ら 前 記 第 ２  
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壁 部 に 向 か っ て 突 出 し て い る 第 １ 突 出 部 、 な ら び に 、 前 記 第 ２ 壁 部 か ら 前 記 第 １ 壁 部 に 向  
か っ て 突 出 し て い る 第 ２ 突 出 部 を 有 す る 筐 体 と 、 駆 動 軸 ま わ り に 回 転 す る 駆 動 力 を 発 生 す  
る モ ー タ ー 本 体 、 前 記 モ ー タ ー 本 体 に 接 続 さ れ て い る 駆 動 プ ー リ ー 、 お よ び 、 前 記 モ ー タ  
ー 本 体 か ら 前 記 駆 動 軸 に 交 差 す る 方 向 に 突 出 し て い る フ ラ ン ジ を 有 す る 駆 動 部 と 、 従 動 プ  
ー リ ー を 有 し 、 前 記 第 ２ 部 材 に 前 記 駆 動 力 を 伝 達 す る 関 節 部 と 、 ベ ル ト と 、 を 有 し 、 前 記  
第 １ 突 出 部 お よ び 前 記 第 ２ 突 出 部 は 、 互 い の 離 間 距 離 が 、 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 長 さ よ  
り 短 い 支 持 部 と 、 互 い の 離 間 距 離 が 、 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 長 さ よ り 長 い 欠 損 部 と 、 を  
有 す る 組 立 前 の 前 記 第 １ 部 材 を 用 意 す る 工 程 と 、
　 前 記 ベ ル ト を 前 記 従 動 プ ー リ ー に 掛 け 回 す 工 程 と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 方 向 に お け る 両 端 部 が 前 記 欠 損 部 を 通 過 す る 経 路 で 、 前 記 駆 動  
部 を 前 記 ベ ル ト に 近 づ け る 工 程 と 、
　 前 記 ベ ル ト を 前 記 駆 動 プ ー リ ー に 掛 け 回 す 工 程 と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ を 前 記 支 持 部 に 固 定 す る 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ な い し ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ロ ボ ッ ト と 、
　 前 記 ロ ボ ッ ト の 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ボ ッ ト 、 ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 お よ び ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る  
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 ハ ウ ジ ン グ を 有 す る 架 台 と 、 架 台 に 枢 支 さ れ て い る 第 一 ア ー ム と 、 第  
一 ア ー ム に 枢 着 さ れ て い る 第 二 ア ー ム と 、 を 備 え る 水 平 ス カ ラ ロ ボ ッ ト が 開 示 さ れ て い る  
。 第 一 ア ー ム は 、 架 台 を 通 過 す る 第 一 軸 に お い て 回 動 自 在 に 設 け ら れ て お り 、 第 二 ア ー ム  
は 、 第 一 ア ー ム 内 に 通 さ れ た 第 二 軸 に お い て 回 動 自 在 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 第 一 軸 の 下 端 に は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 巻 掛 け 機 構 を 介 し て 第 一 サ ー ボ モ ー タ ー が 連 結 さ  
れ て い る 。 第 二 軸 の 下 端 に は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト 巻 掛 け 機 構 を 介 し て 第 二 サ ー ボ モ ー タ ー  
が 連 結 さ れ て い る 。 こ の う ち 、 第 一 サ ー ボ モ ー タ ー は 、 架 台 が 有 す る ハ ウ ジ ン グ に 収 容 さ  
れ 、 ハ ウ ジ ン グ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 サ ー ボ モ ー タ ー を ハ ウ ジ ン グ に 固 定 す る 方 法 と し て 、 サ ー ボ モ ー タ ー に 取 り 付 け ら れ て  
い る フ ラ ン ジ を 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 壁 か ら 突 出 す る 突 出 部 に 載 せ る （ 係 合 さ せ る ） 方 法 が 挙  
げ ら れ る 。 フ ラ ン ジ は 、 サ ー ボ モ ー タ ー の 本 体 よ り も 幅 広 に な っ て い る た め 、 フ ラ ン ジ を  
突 出 部 に 載 せ る こ と で 、 鉛 直 方 向 の 精 度 の 高 い 位 置 決 め が 可 能 に な る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ２ ３ ９ ８ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の ロ ボ ッ ト を 組 み 立 て る と き に は 、 第 一 サ ー ボ モ ー タ  
ー を ハ ウ ジ ン グ に 固 定 し た 後 、 第 一 サ ー ボ モ ー タ ー に 接 続 さ れ た プ ー リ ー に 対 し て タ イ ミ  
ン グ ベ ル ト を 掛 け 回 す と い う 順 序 が 採 用 さ れ る が 、 第 一 サ ー ボ モ ー タ ー に 接 続 さ れ た プ ー  
リ ー に タ イ ミ ン グ ベ ル ト を 掛 け 回 す た め に は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト を 強 く 曲 げ る 必 要 が あ る  
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。 こ の た め 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト に 強 い 負 荷 が 加 わ り 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト に 損 傷 が 生 じ る こ  
と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト に 加 わ る 負 荷 を 抑 制 し つ つ 、 サ ー ボ モ ー タ ー に 接 続 さ れ  
た プ ー リ ー に タ イ ミ ン グ ベ ル ト を 掛 け 回 す こ と が 課 題 と な っ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 適 用 例 に 係 る ロ ボ ッ ト は 、
　 第 １ 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 部 材 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る 第 ２ 部 材 と 、
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 部 材 は 、
　 互 い に 離 れ て 対 向 配 置 さ れ て い る 第 １ 壁 部 お よ び 第 ２ 壁 部 、 前 記 第 １ 壁 部 か ら 前 記 第 ２  
壁 部 に 向 か っ て 突 出 し て い る 第 １ 突 出 部 、 な ら び に 、 前 記 第 ２ 壁 部 か ら 前 記 第 １ 壁 部 に 向  
か っ て 突 出 し て い る 第 ２ 突 出 部 を 有 す る 筐 体 と 、
　 駆 動 軸 ま わ り に 回 転 す る 駆 動 力 を 発 生 す る モ ー タ ー 本 体 、 前 記 モ ー タ ー 本 体 に 接 続 さ れ  
て い る 駆 動 プ ー リ ー 、 お よ び 、 前 記 モ ー タ ー 本 体 か ら 前 記 駆 動 軸 に 交 差 す る 方 向 に 突 出 し  
て い る フ ラ ン ジ を 有 す る 駆 動 部 と 、
　 従 動 プ ー リ ー を 有 し 、 前 記 第 ２ 部 材 に 前 記 駆 動 力 を 伝 達 す る 関 節 部 と 、
　 前 記 駆 動 プ ー リ ー と 前 記 従 動 プ ー リ ー と に 掛 け 渡 さ れ て い る ベ ル ト と 、
を 有 し 、
　 前 記 第 １ 突 出 部 お よ び 前 記 第 ２ 突 出 部 は 、
　 互 い の 離 間 距 離 が 、 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 方 向 に お け る 長 さ よ り 短 く 、 前 記 フ ラ ン ジ  
が 突 出 す る 方 向 に お け る 両 端 部 を 支 持 す る 支 持 部 と 、
　 互 い の 離 間 距 離 が 、 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 方 向 に お け る 長 さ よ り 長 く 、 前 記 フ ラ ン ジ  
の 前 記 両 端 部 が 通 過 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 欠 損 部 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 適 用 例 に 係 る ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 は 、
　 第 １ 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 部 材 に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る 第 ２ 部 材 と 、
を 備 え る ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 で あ っ て 、
　 互 い に 離 れ て 対 向 配 置 さ れ て い る 第 １ 壁 部 お よ び 第 ２ 壁 部 、 前 記 第 １ 壁 部 か ら 前 記 第 ２  
壁 部 に 向 か っ て 突 出 し て い る 第 １ 突 出 部 、 な ら び に 、 前 記 第 ２ 壁 部 か ら 前 記 第 １ 壁 部 に 向  
か っ て 突 出 し て い る 第 ２ 突 出 部 を 有 す る 筐 体 と 、 駆 動 軸 ま わ り に 回 転 す る 駆 動 力 を 発 生 す  
る モ ー タ ー 本 体 、 前 記 モ ー タ ー 本 体 に 接 続 さ れ て い る 駆 動 プ ー リ ー 、 お よ び 、 前 記 モ ー タ  
ー 本 体 か ら 前 記 駆 動 軸 に 交 差 す る 方 向 に 突 出 し て い る フ ラ ン ジ を 有 す る 駆 動 部 と 、 従 動 プ  
ー リ ー を 有 し 、 前 記 第 ２ 部 材 に 前 記 駆 動 力 を 伝 達 す る 関 節 部 と 、 ベ ル ト と 、 を 有 し 、 前 記  
第 １ 突 出 部 お よ び 前 記 第 ２ 突 出 部 は 、 互 い の 離 間 距 離 が 、 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 長 さ よ  
り 短 い 支 持 部 と 、 互 い の 離 間 距 離 が 、 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 長 さ よ り 長 い 欠 損 部 と 、 を  
有 す る 組 立 前 の 前 記 第 １ 部 材 を 用 意 す る 工 程 と 、
　 前 記 ベ ル ト を 前 記 従 動 プ ー リ ー に 掛 け 回 す 工 程 と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ が 突 出 す る 方 向 に お け る 両 端 部 が 前 記 欠 損 部 を 通 過 す る 経 路 で 、 前 記 駆 動  
部 を 前 記 ベ ル ト に 近 づ け る 工 程 と 、
　 前 記 ベ ル ト を 前 記 駆 動 プ ー リ ー に 掛 け 回 す 工 程 と 、
　 前 記 フ ラ ン ジ を 前 記 支 持 部 に 固 定 す る 工 程 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 適 用 例 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム は 、
　 本 発 明 の 適 用 例 に 係 る ロ ボ ッ ト と 、
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　 前 記 ロ ボ ッ ト の 動 作 を 制 御 す る 制 御 装 置 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 基 台 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 基 台 が 有 す る 筐 体 お よ び 駆 動 部 の み を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す 筐 体 の 断 面 図 お よ び 駆 動 部 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 工 程 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の ロ ボ ッ ト 、 ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 お よ び ロ ボ ッ ト シ ス テ ム の 好 適 な 実 施 形  
態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
１ ． ロ ボ ッ ト シ ス テ ム
　 ま ず 、 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ は 、 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム １ を 示 す 側 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す  
基 台 ２ １ の 部 分 断 面 図 で あ る 。 な お 、 本 願 の 各 図 で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 互 い に 直 交 す る ３  
つ の 軸 と し て 、 ｘ 軸 、 ｙ 軸 お よ び ｚ 軸 を 設 定 し 、 そ れ ぞ れ 矢 印 で 示 し て い る 。 以 下 の 説 明  
で は 、 ｘ 軸 と 平 行 な 方 向 を 「 ｘ 軸 方 向 」 と い い 、 ｙ 軸 と 平 行 な 方 向 を 「 ｙ 軸 方 向 」 と い い  
、 ｚ 軸 と 平 行 な 方 向 を 「 ｚ 軸 方 向 」 と い う 。 ま た 、 以 下 の 説 明 で は 、 図 示 さ れ た 各 矢 印 の  
先 端 側 を 「 ＋ （ プ ラ ス ） 」 、 基 端 側 を 「 － （ マ イ ナ ス ） 」 と い う 。 さ ら に 、 以 下 の 説 明 で  
は 、 説 明 の 便 宜 上 、 ＋ ｚ 軸 方 向 を 「 上 」 、 － ｚ 軸 方 向 を 「 下 」 と い う 。 ま た 、 本 明 細 書 に  
お い て 「 接 続 」 と は 、 ２ つ の 部 材 同 士 が 直 接 接 し て い る 状 態 に 加 え 、 任 意 の 部 材 を 介 し て  
関 節 的 に 接 し て い る 状 態 の 双 方 を 指 す 。 さ ら に 、 本 明 細 書 に お い て 「 平 行 」 と は 、 線 同 士  
、 面 同 士 ま た は 線 お よ び 面 が 、 互 い に 平 行 な 状 態 ま た は そ の 状 態 か ら ± ５ 度 以 下 の 範 囲 で  
傾 い て い る 状 態 を 指 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 す ロ ボ ッ ト シ ス テ ム １ は 、 ロ ボ ッ ト ２ と 、 ロ ボ ッ ト ２ の 動 作 を 制 御 す る 制 御 装  
置 ３ と 、 を 備 え て い る 。 ロ ボ ッ ト シ ス テ ム １ の 用 途 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 ワ  
ー ク の 保 持 、 搬 送 、 組 立 、 検 査 等 の 各 作 業 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
２ ． ロ ボ ッ ト
　 本 実 施 形 態 で は 、 ロ ボ ッ ト ２ は 、 水 平 多 関 節 ロ ボ ッ ト （ ス カ ラ ロ ボ ッ ト ） で あ る 。 ロ ボ  
ッ ト ２ は 、 基 台 ２ １ （ 第 １ 部 材 ） と 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ ０ と 、 を 備 え る 。 本 実 施 形 態 で は  
、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ ０ が 、 後 述 す る 第 １ ア ー ム ２ ２ （ 第 ２ 部 材 ） 、 第 ２ ア ー ム ２ ３ 、 シ ャ  
フ ト ２ ４ 、 ペ イ ロ ー ド ２ ４ ４ 、 お よ び 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ２ ９ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ２ ． １ ． 基 台 の 概 要
　 基 台 ２ １ は 、 図 示 し な い 設 置 面 に ボ ル ト 等 で 固 定 さ れ て い る 。 設 置 面 と し て は 、 例 え ば  
、 床 面 、 壁 面 、 天 井 面 、 テ ー ブ ル や 架 台 等 の 上 面 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 基 台 ２ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 筐 体 ５ １ と 、 駆 動 部 ２ ６ １ と 、 関 節 部 ５ ３ と 、 ベ ル ト  
５ ５ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ に 示 す 筐 体 ５ １ は 、 内 部 空 間 ５ １ ０ を 有 す る 略 直 方 体 の 形 状 を な し て い る 。 な お 、  
基 台 ２ １ の 外 形 は 、 図 ２ に 示 す 形 状 に 限 定 さ れ ず 、 い か な る 形 状 で あ っ て も よ い 。 筐 体 ５  
１ の 内 部 空 間 ５ １ ０ に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 駆 動 部 ２ ６ １ 、 関 節 部 ５ ３ 、 ベ ル ト ５ ５ 等  
が 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 筐 体 ５ １ の 構 成 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 金 属 材 料 、 樹 脂 材 料 が 挙 げ ら れ る が 、 金 属 材 料  
が 好 ま し く 用 い ら れ る 。 こ れ に よ り 、 筐 体 ５ １ の 剛 性 を 高 め る こ と が で き 、 基 台 ２ １ の 意  
図 し な い 振 動 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 駆 動 部 ２ ６ １ は 、 基 台 ２ １ に 対 し て 第 １ ア ー ム ２ ２ を 第 １ 軸 Ａ Ｘ １ ま わ り に 回 動 さ せ る  
駆 動 力 を 発 生 す る 。 ま た 、 駆 動 部 ２ ６ １ は 、 そ の 回 転 量 を 検 出 す る 図 示 し な い エ ン コ ー ダ  
ー を 有 す る 。 こ の エ ン コ ー ダ ー か ら の 出 力 に よ っ て 基 台 ２ １ に 対 す る 第 １ ア ー ム ２ ２ の 回  
動 角 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 関 節 部 ５ ３ は 、 第 １ ア ー ム ２ ２ に 駆 動 力 を 伝 達 す る 。 具 体 的 に は 、 駆 動 部 ２ ６ １ か ら の  
駆 動 力 を 第 １ ア ー ム ２ ２ の 回 動 と い う 動 作 に 変 換 す る 。
　 ベ ル ト ５ ５ は 、 駆 動 部 ２ ６ １ か ら の 駆 動 力 を 関 節 部 ５ ３ に 伝 達 す る 無 端 ベ ル ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ２ ． ２ ． ロ ボ ッ ト ア ー ム の 概 要
　 ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ ０ は 、 基 台 ２ １ に 接 続 さ れ 、 そ の 姿 勢 が 制 御 装 置 ３ に よ っ て 制 御 さ れ  
る 。 こ れ に よ り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ２ ９ を 目 的 と す る 位 置 お よ び 姿 勢 に 保 持 し 、 様 々 な  
作 業 を 実 現 す る 。 図 １ に 示 す ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ ０ で は 、 第 １ ア ー ム ２ ２ 、 第 ２ ア ー ム ２ ３  
、 シ ャ フ ト ２ ４ 、 ペ イ ロ ー ド ２ ４ ４ 、 お よ び 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ２ ９ が 、 こ の 順 で 連 結  
さ れ て い る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 ロ ボ ッ ト ２ の エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ２  
９ 側 を 「 先 端 」 と い い 、 基 台 ２ １ 側 を 「 基 端 」 と い う 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ ア ー ム ２ ２ は 、 基 台 ２ １ に 対 し て ｚ 軸 と 平 行 な 第 １ 軸 Ａ Ｘ １ ま わ り に 回 動 可 能 に な  
っ て い る 。 第 ２ ア ー ム ２ ３ は 、 第 １ ア ー ム ２ ２ の 先 端 部 に 設 け ら れ 、 第 １ 軸 Ａ Ｘ １ と 平 行  
な 第 ２ 軸 Ａ Ｘ ２ ま わ り に 回 動 可 能 に な っ て い る 。 シ ャ フ ト ２ ４ は 、 第 ２ ア ー ム ２ ３ の 先 端  
部 に 設 け ら れ 、 第 ２ 軸 Ａ Ｘ ２ と 平 行 な 第 ３ 軸 Ａ Ｘ ３ ま わ り に 回 動 可 能 か つ 第 ３ 軸 Ａ Ｘ ３ に  
沿 っ て 並 進 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ２ ア ー ム ２ ３ は 、 ベ ー ス ２ ３ １ と 、 上 側 カ バ ー ２ ３ ２ と 、 下 側 カ バ ー ２ ３ ３ と 、 駆 動  
部 ２ ６ ２ 、 ２ ６ ３ 、 ２ ６ ４ と 、 関 節 部 ２ ４ ０ と 、 慣 性 セ ン サ ー ４ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ベ ー ス ２ ３ １ は 、 第 ２ ア ー ム ２ ３ の 骨 格 で あ り 、 駆 動 部 ２ ６ ２ 、 ２ ６ ３ 、 ２ ６ ４ 等 を 支  
持 す る 。 上 側 カ バ ー ２ ３ ２ は 、 ベ ー ス ２ ３ １ の 上 方 に 設 け ら れ 、 駆 動 部 ２ ６ ２ 、 ２ ６ ３ 、  
２ ６ ４ 等 を 覆 っ て い る 。 下 側 カ バ ー ２ ３ ３ は 、 ベ ー ス ２ ３ １ の 下 方 に 設 け ら れ 、 ベ ー ス ２  
３ １ の 下 面 に 載 置 さ れ て い る 慣 性 セ ン サ ー ４ 等 を 覆 っ て い る 。 慣 性 セ ン サ ー ４ と し て は 、  
例 え ば 、 角 速 度 セ ン サ ー 、 加 速 度 セ ン サ ー 等 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 慣 性 セ ン サ ー ４ は 、 省  
略 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 駆 動 部 ２ ６ ２ は 、 ベ ー ス ２ ３ １ の 基 端 部 に 位 置 し 、 第 １ ア ー ム ２ ２ に 対 し て 第 ２ ア ー ム  
２ ３ を 第 ２ 軸 Ａ Ｘ ２ ま わ り に 回 動 さ せ る 駆 動 力 を 発 生 す る 。 駆 動 部 ２ ６ ２ は 、 そ れ ぞ れ 図  
示 し な い モ ー タ ー 、 減 速 機 、 エ ン コ ー ダ ー 等 を 有 す る 。 エ ン コ ー ダ ー か ら の 出 力 に よ っ て  
第 １ ア ー ム ２ ２ に 対 す る 第 ２ ア ー ム ２ ３ の 回 動 角 を 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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　 駆 動 部 ２ ６ ３ は 、 ベ ー ス ２ ３ １ の 基 端 部 と 先 端 部 と の 間 に 位 置 し 、 ボ ー ル ネ ジ ナ ッ ト ２  
４ １ を 回 転 さ せ て シ ャ フ ト ２ ４ を 第 ３ 軸 Ａ Ｘ ３ に 沿 っ た 方 向 に 並 進 さ せ る 駆 動 力 を 発 生 す  
る 。 駆 動 部 ２ ６ ３ は 、 そ れ ぞ れ 図 示 し な い モ ー タ ー 、 減 速 機 、 エ ン コ ー ダ ー 等 を 有 す る 。  
エ ン コ ー ダ ー か ら の 出 力 に よ っ て 第 ２ ア ー ム ２ ３ に 対 す る シ ャ フ ト ２ ４ の 並 進 量 を 検 出 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 駆 動 部 ２ ６ ４ は 、 ベ ー ス ２ ３ １ の 基 端 部 と 先 端 部 と の 間 に 位 置 し 、 ス プ ラ イ ン ナ ッ ト ２  
４ ２ を 回 転 さ せ て シ ャ フ ト ２ ４ を 第 ３ 軸 Ａ Ｘ ３ ま わ り に 回 転 さ せ る 駆 動 力 を 発 生 す る 。 駆  
動 部 ２ ６ ４ は 、 そ れ ぞ れ 図 示 し な い モ ー タ ー 、 減 速 機 、 エ ン コ ー ダ ー 等 を 有 す る 。 エ ン コ  
ー ダ ー か ら の 出 力 に よ っ て 第 ２ ア ー ム ２ ３ に 対 す る シ ャ フ ト ２ ４ の 回 転 量 を 検 出 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 関 節 部 ２ ４ ０ は 、 シ ャ フ ト ２ ４ に 駆 動 力 を 伝 達 す る 。 具 体 的 に は 、 駆 動 部 ２ ６ ３ 、 ２ ６  
４ か ら の 駆 動 力 を シ ャ フ ト ２ ４ の 並 進 お よ び 回 転 と い う 動 作 に 変 換 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 シ ャ フ ト ２ ４ は 、 円 筒 形 状 の 軸 体 で あ る 。 シ ャ フ ト ２ ４ は 、 第 ２ ア ー ム ２ ３ に 対 し て 、  
鉛 直 方 向 に 沿 う 第 ３ 軸 Ａ Ｘ ３ に 沿 っ て 並 進 可 能 で あ り 、 か つ 、 第 ３ 軸 Ａ Ｘ ３ ま わ り に 回 転  
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 シ ャ フ ト ２ ４ の 長 手 方 向 の 途 中 に は 、 ボ ー ル ネ ジ ナ ッ ト ２ ４ １ と 、 ス プ ラ イ ン ナ  
ッ ト ２ ４ ２ と 、 が 設 置 さ れ て お り 、 シ ャ フ ト ２ ４ は 、 こ れ ら に よ っ て 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 シ ャ フ ト ２ ４ の 先 端 部 に は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ２ ９ を 装 着 す る た め の ペ イ ロ ー ド ２ ４  
４ が 設 け ら れ て い る 。 ペ イ ロ ー ド ２ ４ ４ に 装 着 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ２ ９ と し て は 、 特  
に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 対 象 物 を 保 持 す る ハ ン ド 、 対 象 物 を 加 工 す る ツ ー ル 、 対 象 物  
を 検 査 す る 検 査 装 置 等 が 挙 げ ら れ る 。 な お 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ー ２ ９ を 省 略 し た 構 成 を 、  
ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ ０ と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ２ ． ３ ． 基 台 の 詳 細
　 次 に 、 基 台 ２ １ に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ の 基 台 ２ １ が 有 す る 筐 体 ５ １ お よ び 駆 動 部 ２ ６ １ の み を 示 す 斜 視 図 で あ る  
。 図 ４ は 、 図 ３ に 示 す 筐 体 ５ １ の 断 面 図 お よ び 駆 動 部 ２ ６ １ の 上 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ３  
お よ び 図 ４ は 、 組 立 完 了 時 の 基 台 ２ １ を 示 す 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す 矢 印  
は 、 組 立 完 了 時 に お け る 駆 動 部 ２ ６ １ の 位 置 を 指 し 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ３ に 示 す 筐 体 ５ １ は 、 駆 動 部 ２ ６ １ が 収 容 さ れ る 駆 動 部 収 容 部 位 ５ １ ａ と 、 関 節 部 ５  
３ が 収 容 さ れ る 関 節 部 収 容 部 位 ５ １ ｂ と 、 で 構 成 さ れ て い る 。 内 部 空 間 ５ １ ０ は 、 駆 動 部  
収 容 部 位 ５ １ ａ の 内 部 と 関 節 部 収 容 部 位 ５ １ ｂ の 内 部 と で 構 成 さ れ て い る 。 後 述 す る よ う  
に 、 内 部 空 間 ５ １ ０ は 、 筐 体 ５ １ を 構 成 す る 第 １ 壁 部 ５ １ １ 、 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ 、 天 板 ５ １  
３ 、 底 板 ５ １ ４ 、 お よ び 関 節 部 収 容 部 位 ５ １ ｂ に よ っ て 画 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 駆 動 部 収 容 部 位 ５ １ ａ は 、 略 直 方 体 を な し て お り 、 ｚ 軸 と 平 行 に 延 在 す る 長 軸 を 有 す る  
。 駆 動 部 収 容 部 位 ５ １ ａ は 、 ｚ － ｙ 面 に 沿 っ て 広 が る 第 １ 壁 部 ５ １ １ お よ び 第 ２ 壁 部 ５ １  
２ を 有 す る 。 第 １ 壁 部 ５ １ １ お よ び 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ は 、 互 い に 離 れ て （ 内 部 空 間 ５ １ ０ を  
介 し て ） 対 向 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 駆 動 部 収 容 部 位 ５ １ ａ は 、 ｘ － ｙ 面 に 沿 っ て 広 が る  
天 板 ５ １ ３ お よ び 底 板 ５ １ ４ を 有 す る 。 天 板 ５ １ ３ は 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ の 上 端 お よ び 第 ２  
壁 部 ５ １ ２ の 上 端 に 連 結 さ れ て い る 。 底 板 ５ １ ４ は 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ の 下 端 お よ び 第 ２ 壁  
部 ５ １ ２ の 下 端 に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ は 、 内 部 空 間 ５ １ ０ と 外 部 空 間 と を つ な ぐ 側 方 窓 部 ５ １ ５ を 有 す る 。 ま  
た 、 天 板 ５ １ ３ は 、 内 部 空 間 ５ １ ０ と 外 部 空 間 と を つ な ぐ 上 方 窓 部 ５ １ ６ （ 開 口 部 ） を 有  
す る 。 な お 、 側 方 窓 部 ５ １ ５ は 、 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ に 代 え て 第 １ 壁 部 ５ １ １ に 設 け ら れ て い  
て も よ く 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ と 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ の 双 方 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 ま た 、 側 方  
窓 部 ５ １ ５ お よ び 上 方 窓 部 ５ １ ６ は 、 そ れ ぞ れ 図 示 し な い 蓋 で 閉 じ ら れ る よ う に な っ て お  
り 、 側 方 窓 部 ５ １ ５ の 縁 お よ び 上 方 窓 部 ５ １ ６ の 縁 に は 、 蓋 が 載 せ ら れ て 、 ね じ な ど に よ  
り 固 定 で き る よ う に 、 段 差 ま た は テ ー パ ー が つ け ら れ て い る 。 な お 、 蓋 で 閉 じ な い よ う に  
な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 駆 動 部 収 容 部 位 ５ １ ａ は 、 筐 体 ５ １ の う ち 、 ｙ 軸 プ ラ ス 側 の 部 位 で あ り 、 内 部 空 間 ５ １  
０ と 外 部 空 間 と を つ な ぐ 全 面 窓 部 ５ １ ７ を 有 す る 。 全 面 窓 部 ５ １ ７ は 、 駆 動 部 収 容 部 位 ５  
１ ａ の 長 軸 の 全 体 に わ た っ て 延 在 し て い る 。 こ の 全 面 窓 部 ５ １ ７ は 、 内 部 空 間 ５ １ ０ に 部  
材 を 搬 入 す る と き の 搬 入 経 路 と し て 用 い る こ と が で き る 。 な お 、 全 面 窓 部 ５ １ ７ は 、 駆 動  
部 収 容 部 位 ５ １ ａ の 長 軸 の 全 体 で は な く 、 部 分 的 に 延 在 し て い て も よ い 。 ま た 、 全 面 窓 部  
５ １ ７ は 、 図 示 し な い 蓋 で 閉 じ ら れ る よ う に な っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 駆 動 部 収 容 部 位 ５ １ ａ は 、 図 ３ お よ び 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２  
突 出 部 ５ １ ９ を 有 す る 。 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ は 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ か ら 内 部 空 間 ５ １ ０ に 向 か  
っ て 突 出 し て い る 。 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ は 、 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ か ら 内 部 空 間 ５ １ ０ に 向 か っ て  
突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ は 、 一 対 で 、 内 部 空 間 ５ １ ０ に 収 容 さ れ て い  
る 駆 動 部 ２ ６ １ を 支 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 駆 動 部 ２ ６ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ と 、 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ  
と 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ と 、 を 有 す る 。 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ ま わ り に 回  
転 す る 駆 動 力 を 発 生 す る 。 駆 動 部 ２ ６ １ が 筐 体 ５ １ 内 に 据 え 付 け ら れ た 状 態 で は 、 駆 動 軸  
Ａ Ｘ ４ が 、 第 １ 軸 Ａ Ｘ １ と 略 平 行 に 延 在 し て い る 。 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ は 、 モ ー タ ー 本  
体 ２ ６ １ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ は 、 ｚ 軸 方 向 を 厚 さ 方 向 と す る 板 状 を な  
し て お り 、 ｘ 軸 方 向 に モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ か ら 突 出 し て い る 。 こ の フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を  
第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ に 載 せ る こ と で 、 筐 体 ５ １ に 対 す る 駆 動 部 ２ ６  
１ の ｚ 軸 方 向 に お け る 位 置 決 め を 行 う こ と が で き る 。 な お 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 突 出 す る  
方 向 は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 交 差 す る 方 向 で あ れ ば よ く 、 ｘ 軸 方 向 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 フ  
ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ に は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 貫 通 す る 固 定 孔 ２ ６ １ ｄ が 設 け ら れ て い る 。 こ  
の 固 定 孔 ２ ６ １ ｄ に は 、 図 示 し な い ネ ジ を 通 す こ と が で き 、 ネ ジ を 用 い て フ ラ ン ジ ２ ６ １  
ｃ を 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ に 締 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 そ れ ぞ れ 、 支 持 部 ５  
２ １ と 、 欠 損 部 ５ ２ ２ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 支 持 部 ５ ２ １ は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 載 せ ら れ る こ と に よ り 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 支 持  
す る 。 支 持 部 ５ ２ １ は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ と 接 触 す る 接 触 面 ５ ２ ３ を 有 す る 。 接 触 面 ５ ２  
３ は 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ の 接 触 面 ５ ２ ３ 以 外 の 部 分 と 比 べ て 窪 ん  
で い る 。 こ の 接 触 面 ５ ２ ３ に フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 つ ま り 、 接 触 面  
５ ２ ３ と フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ と の 係 合 に よ り 、 支 持 部 ５ ２ １ に よ っ て フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 支  
持 さ れ る 。 な お 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ は 、 そ の 突 出 す る 方 向 、 本 実 施 形 態 で は ｘ 軸 方 向 に 長  
い 矩 形 を な し て お り 、 そ の 両 端 部 が 接 触 面 ５ ２ ３ に 接 触 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 支 持 部 ５ ２ １ は 、 ｚ 軸 に 沿 っ て 延 在 す る 締 結 孔 ５ ２ ５ を 有 す る 。 締 結 孔 ５ ２ ５ は  
、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 接 触 面 ５ ２ ３ に 接 触 さ せ た 後 、 ネ ジ を 用 い て フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 締  
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結 す る の に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 欠 損 部 ５ ２ ２ は 、 後 に 詳 述 す る が 、 ロ ボ ッ ト ２ の 組 み 立 て に 伴 っ て 駆 動 部 ２ ６ １ の 姿 勢  
を 変 え た と き 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 両 端 部 が 通 過 可 能 な 形 状 を な し て い る 。 具 体 的 に は 、  
欠 損 部 ５ ２ ２ は 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ を そ れ ぞ れ ｚ 軸 方 向 に 貫 通 す  
る 溝 ５ ２ ４ を 有 す る 。 こ の よ う な 溝 ５ ２ ４ を 設 け た こ と に よ り 、 後 述 す る よ う に 基 台 ２ １  
を 組 み 立 て る と き 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 両 端 部 を 欠 損 部 ５ ２ ２ に 通 す 経 路 で の 移 動 が 可 能  
に な る 。 こ れ に よ り 、 図 ２ に 示 す ベ ル ト ５ ５ に 加 わ る 負 荷 を 抑 制 し つ つ 、 駆 動 プ ー リ ー ２  
６ １ ｂ に ベ ル ト ５ ５ を 掛 け 回 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 図 ４ に 示 す 溝 ５ ２ ４ は 、 図 ４ に 示 す 位 置 よ り も ｙ 軸 マ イ ナ ス 側 に 拡 張 さ れ て い て  
も よ い 。 た だ し 、 溝 ５ ２ ４ が 拡 張 さ れ る と 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ の  
機 械 的 強 度 が 低 下 し 、 ひ い て は 筐 体 ５ １ の 機 械 的 強 度 が 低 下 す る こ と も あ る 。 し た が っ て  
、 溝 ５ ２ ４ の 幅 、 す な わ ち 、 溝 ５ ２ ４ の ｙ 軸 方 向 の 長 さ は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 両 端 部 が  
通 過 可 能 な 幅 で あ れ ば よ く 、 必 要 以 上 に 広 く な い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 関 節 部 収 容 部 位 ５ １ ｂ は 、 筐 体 ５ １ の う ち 、 ｙ 軸 マ イ ナ ス 側 の 部 位 で あ る 。 関 節 部 収 容  
部 位 ５ １ ｂ は 、 上 端 お よ び 下 端 が そ れ ぞ れ 開 放 し て い る 略 円 筒 状 を な し て お り 、 ｚ 軸 と 平  
行 に 延 在 す る 長 軸 を 有 す る 。 関 節 部 収 容 部 位 ５ １ ｂ の 上 端 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １  
ア ー ム ２ ２ が 接 続 さ れ る 。 関 節 部 収 容 部 位 ５ １ ｂ に は 、 図 ２ に 示 す 関 節 部 ５ ３ が 収 容 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 関 節 部 ５ ３ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ と 、 減 速 機 ５ ３ ４ と 、 を 有 す る  
。 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ は 、 減 速 機 ５ ３ ４ に 接 続 さ れ て い る 。 減 速 機 ５ ３ ４ は 、 図 ２ に 示 す  
第 １ ア ー ム ２ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 減 速 機 ５ ３ ４ と し て は 、 例 え ば 、 プ ラ ノ セ ン ト リ ッ ク  
方 式 の 減 速 機 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ベ ル ト ５ ５ は 、 駆 動 部 収 容 部 位 ５ １ ａ に 収 容 さ れ て い る 駆 動 部 ２ ６ １ か ら 、 関 節 部 収 容  
部 位 ５ １ ｂ に 収 容 さ れ て い る 関 節 部 ５ ３ に 対 し 、 駆 動 力 を 伝 達 す る 。 し た が っ て 、 ベ ル ト  
５ ５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ と 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ と に 掛 け 渡 さ れ  
て い る 。 ベ ル ト ５ ５ は 、 駆 動 部 ２ ６ １ お よ び 関 節 部 ５ ３ を 筐 体 ５ １ 内 に 据 え 付 け た 状 態 で  
、 ｘ － ｙ 面 内 に 広 が る 環 状 に 張 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ベ ル ト ５ ５ の 構 成 材 料 は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 補 強 材 と 弾 性 材 料 と の 複 合 材  
が 挙 げ ら れ る 。 こ の よ う な 複 合 材 で 構 成 さ れ た ベ ル ト ５ ５ は 、 高 ト ル ク の 駆 動 力 を 伝 達 可  
能 な 機 械 的 強 度 を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 補 強 材 と し て は 、 例 え ば 、 ガ ラ ス 繊 維 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 、 ナ イ ロ ン 繊 維 、 ア ラ ミ ド 繊  
維 、 カ ー ボ ン 繊 維 、 綿 糸 等 が 挙 げ ら れ 、 こ れ ら の う ち の １ 種 ま た は ２ 種 以 上 の 混 合 繊 維 が  
用 い ら れ る 。 こ の う ち 、 補 強 材 に は 、 ガ ラ ス 繊 維 ま た は カ ー ボ ン 繊 維 が 好 ま し く 用 い ら れ  
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 弾 性 材 料 と し て は 、 例 え ば 、 ニ ト リ ル ゴ ム 、 カ ル ボ キ シ ル 化 ニ ト リ ル ゴ ム 、 水 素 添 加 ニ  
ト リ ル ゴ ム 、 ク ロ ロ プ レ ン ゴ ム 、 ク ロ ロ ス ル フ ォ ン 化 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ ブ タ ジ エ ン ゴ ム  
、 天 然 ゴ ム 、 Ｅ Ｐ Ｍ 、 Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 、 ウ レ タ ン ゴ ム 、 ア ク リ ル ゴ ム か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る  
少 な く と も １ 種 が 挙 げ ら れ る 。 こ の う ち 、 弾 性 材 料 に は 、 超 高 硬 度 合 成 ゴ ム に 分 類 さ れ る  
材 料 が 好 ま し く 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
３ ． 制 御 装 置
　 ロ ボ ッ ト ２ の 動 作 は 、 制 御 装 置 ３ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 制 御 装 置 ３ は 、 図 １ に 示 す よ う  
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に 基 台 ２ １ の 外 部 に 配 置 さ れ て い て も よ い が 、 基 台 ２ １ に 内 蔵 さ れ て い て も よ い 。 制 御 装  
置 ３ は 、 あ ら か じ め 記 憶 さ れ た 動 作 プ ロ グ ラ ム に 応 じ て 、 駆 動 部 ２ ６ １ 、 ２ ６ ２ 、 ２ ６ ３  
、 ２ ６ ４ の 駆 動 を 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ ０ の 姿 勢 が 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
４ ． ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法
　 次 に 、 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ５ は 、 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 工 程 図 で あ る 。 図 ６ 、 図  
８ 、 図 ９ 、 図 １ １ お よ び 図 １ ２ は 、 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 断 面  
図 で あ る 。 図 ７ は 、 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 上 面 図 で あ る 。 図 １  
０ は 、 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 を 説 明 す る た め の 側 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ９ お よ び  
図 １ １ で は 、 ベ ル ト ５ ５ の 一 部 の 図 示 を 省 略 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ５ に 示 す ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 は 、 準 備 工 程 Ｓ １ ０ ２ と 、 第 １ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ４  
と 、 駆 動 部 姿 勢 変 更 工 程 Ｓ １ ０ ６ と 、 第 ２ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ８ と 、 フ ラ ン ジ 固 定 工 程  
Ｓ １ １ ０ と 、 を 有 す る 。 以 下 、 各 工 程 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ４ ． １ ． 準 備 工 程
　 準 備 工 程 Ｓ １ ０ ２ で は 、 図 ６ に 示 す 組 立 前 の 基 台 ２ １ （ 第 １ 部 材 ） を 用 意 す る 。 図 ６ に  
示 す 組 立 前 の 基 台 ２ １ は 、 筐 体 ５ １ と 、 駆 動 部 ２ ６ １ と 、 関 節 部 ５ ３ と 、 ベ ル ト ５ ５ と 、  
を 有 す る が 、 ベ ル ト ５ ５ は 、 ま だ 、 駆 動 部 ２ ６ １ と 接 続 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 筐 体 ５ １ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ お よ び 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ と 、 第 １ 突 出 部  
５ １ ８ と 、 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ と 、 を 有 す る 。 駆 動 部 ２ ６ １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 モ ー タ  
ー 本 体 ２ ６ １ ａ と 、 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ と 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ と 、 を 有 す る 。 関 節 部 ５  
３ は 、 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ と 、 減 速 機 ５ ３ ４ と 、 を 有 す る 。 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２  
突 出 部 ５ １ ９ は 、 そ れ ぞ れ 、 支 持 部 ５ ２ １ と 、 欠 損 部 ５ ２ ２ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 筐 体 ５ １ は 、 例 え ば 、 鋳 造 法 、 ダ イ キ ャ ス ト 法 等 に よ り 製 造 さ れ る 。 ま た 、 筐 体 ５ １ の  
一 部 は 、 機 械 加 工 法 に よ っ て 形 成 さ れ て も よ い 。 機 械 加 工 法 と し て は 、 例 え ば 、 切 削 、 研  
削 等 が 挙 げ ら れ る 。 機 械 加 工 法 に よ り 形 成 さ れ る 部 位 の 例 と し て は 、 接 触 面 ５ ２ ３ 、 溝 ５  
２ ４ 、 締 結 孔 ５ ２ ５ 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 部 位 を 機 械 加 工 法 に よ っ て 形 成 す る こ と に  
よ り 、 加 工 精 度 を 容 易 に 高 め る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ が 有 す る 接 触 面  
５ ２ ３ と 、 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ が 有 す る 接 触 面 ５ ２ ３ と で 、 両 者 の 共 面 性 、 す な わ ち 、 両 者  
が 同 一 平 面 内 に 含 ま れ る 程 度 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 溝 ５ ２ ４ お よ び 締 結 孔 ５ ２ ５  
の ｘ － ｙ 面 内 で の 位 置 、 な ら び に 、 締 結 孔 ５ ２ ５ と ｚ 軸 と の 平 行 度 を 、 そ れ ぞ れ 設 計 値 に  
十 分 近 づ け る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 筐 体 ５ １ に 対 す る 駆 動 部 ２ ６ １ の 位 置 お よ び 姿 勢  
の 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 さ ら に 、 接 触 面 ５ ２ ３ 、 溝 ５ ２ ４ 、 締 結 孔 ５ ２ ５ 等 を 機 械 加 工 法 で 加 工 す る こ と が で き  
れ ば 、 こ れ ら を 鋳 造 法 や ダ イ キ ャ ス ト 法 で 作 製 す る 必 要 が な く な る た め 、 筐 体 ５ １ を 製 造  
す る と き の 難 易 度 を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 す 天 板 ５ １ ３ は 、 前 述 し た よ う に 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ を 有 す る 。 駆 動 軸 Ａ  
Ｘ ４ に 沿 っ た 位 置 、 つ ま り 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ の 上 方 の 位 置 か ら 見 る と 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ は  
、 欠 損 部 ５ ２ ２ と 重 な っ て い る 。 こ の た め 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ か ら 加 工 ツ ー ル を 差 し 込 み 、  
接 触 面 ５ ２ ３ 、 溝 ５ ２ ４ 、 締 結 孔 ５ ２ ５ 等 を 機 械 加 工 す る こ と が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り  
、 筐 体 ５ １ の 製 造 が 容 易 に な り 、 ひ い て は 、 製 造 容 易 性 に 優 れ た ロ ボ ッ ト ２ を 実 現 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 そ し て 、 関 節 部 ５ ３ を 、 筐 体 ５ １ の 関 節 部 収 容 部 位 ５ １ ｂ に あ ら か じ め 据 え 付 け て お く  
。 関 節 部 ５ ３ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ が 減 速 機 ５ ３ ４ よ り も 下 方 に 位  
置 し 、 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ が 回 転 可 能 な 状 態 で 据 え 付 け ら れ る 。 ま た 、 減 速 機 ５ ３ ４ は 、  
筐 体 ５ １ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ４ ． ２ ． 第 １ ベ ル ト 懸 回 工 程
　 第 １ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ４ で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ベ ル ト ５ ５ の 一 端 を 従 動 プ ー リ  
ー ５ ３ ２ に 掛 け 回 す 。 ベ ル ト ５ ５ は 、 前 述 し た よ う に 、 高 ト ル ク の 駆 動 力 を 伝 達 可 能 な 機  
械 的 強 度 を 有 す る 。 こ の た め 、 ベ ル ト ５ ５ 自 体 が 高 剛 性 で あ り 、 ベ ル ト ５ ５ の 一 端 を 従 動  
プ ー リ ー ５ ３ ２ に 掛 け 回 す と 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 は 、 駆 動 部 収 容 部 位 ５ １ ａ に 向 か っ て 延  
び た 状 態 に な る 。 ま た 、 そ の よ う に な ら な い 場 合 で も 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 が 下 方 に 垂 れ 下  
が る こ と は な い 。 し た が っ て 、 後 述 す る 第 ２ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ８ で は 、 駆 動 プ ー リ ー  
２ ６ １ ｂ を 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 の 内 側 に 差 し 込 む こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ベ ル ト ５ ５  
を 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に 掛 け 回 す 作 業 を 比 較 的 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ４ ． ３ ． 駆 動 部 姿 勢 変 更 工 程
　 駆 動 部 姿 勢 変 更 工 程 Ｓ １ ０ ６ で は 、 駆 動 部 ２ ６ １ を 筐 体 ５ １ の 内 部 空 間 ５ １ ０ に 移 動 さ  
せ る と と も に 、 駆 動 部 ２ ６ １ の 姿 勢 を 変 更 す る 。 こ れ に よ り 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 の 内 側 に  
駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ を 差 し 込 み や す い 状 態 を 作 る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 具 体 的 に は 、 ま ず 、 図 ７ に 矢 印 Ｍ １ で 示 す よ う に 、 外 部 空 間 か ら 内 部 空 間 ５ １ ０ に 向 か  
っ て 駆 動 部 ２ ６ １ を 移 動 さ せ る 。 図 ７ は 、 筐 体 ５ １ の 外 部 空 間 か ら 内 部 空 間 ５ １ ０ に 向 か  
っ て 駆 動 部 ２ ６ １ を 移 動 さ せ る 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 図 ７ に お い て 実 線 で 示 す 駆 動 部  
２ ６ １ は 、 矢 印 Ｍ １ で 示 す 移 動 の 前 の 位 置 に あ る 駆 動 部 ２ ６ １ で あ り 、 図 ７ に お い て 破 線  
で 示 す 駆 動 部 ２ ６ １ は 、 矢 印 Ｍ １ で 示 す 移 動 の 後 の 位 置 に あ る 駆 動 部 ２ ６ １ で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 工 程 で は 、 ｚ 軸 プ ラ ス 側 か ら ｚ 軸 マ イ ナ ス 側 に 向 か っ て 筐 体 ５ １ を 見 た と き 、 図 ７ に  
実 線 で 示 す よ う に 、 欠 損 部 ５ ２ ２ と フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ と が 重 な る 位 置 に 、 駆 動 部 ２ ６ １ を  
保 持 す る 。 こ の と き 、 駆 動 部 ２ ６ １ の ｚ 軸 方 向 の 位 置 は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ 突 出 部  
５ １ ９ の 下 方 と す る 。 ま た 、 駆 動 部 ２ ６ １ の 姿 勢 は 、 図 ６ お よ び 図 ７ に 示 す よ う に 、 駆 動  
軸 Ａ Ｘ ４ と ｙ 軸 と が 略 平 行 で あ り 、 か つ 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が ｘ － ｚ 面 と 略 平 行 で あ る 姿  
勢 と す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ４ ． ４ ． 第 ２ ベ ル ト 懸 回 工 程
　 第 ２ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ８ で は 、 図 ８ に 矢 印 Ｍ ２ で 示 す よ う に 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の  
両 端 部 が 欠 損 部 ５ ２ ２ を 通 過 す る 経 路 で 、 駆 動 部 ２ ６ １ を ｚ 軸 プ ラ ス 側 に 向 か っ て 並 進 さ  
せ る 。 図 ８ に は 、 欠 損 部 ５ ２ ２ を フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 両 端 部 が 通 過 し て い る 最 中 の 様 子 を  
示 し て い る 。 こ の よ う に 駆 動 部 ２ ６ １ を 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ の 下 方  
か ら 上 方 へ 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 の 下 方 か ら 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ を  
近 づ け る こ と が で き る 。 つ ま り 、 ｚ 軸 方 向 の う ち 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５  
１ ９ が 設 け ら れ て い る 位 置 を 「 基 準 位 置 」 と し た と き 、 欠 損 部 ５ ２ ２ が 設 け ら れ て い る こ  
と に よ り 、 基 準 位 置 よ り も 下 方 （ 関 節 部 ５ ３ と は 反 対 の 領 域 ） か ら 上 方 （ 関 節 部 ５ ３ が 位  
置 す る 領 域 ） に 、 駆 動 部 ２ ６ １ を 並 進 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。 こ の よ う な 並 進 が 可 能 に  
な る こ と で 、 ベ ル ト ５ ５ の 一 端 が あ ら か じ め 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ に 掛 け 回 さ れ て い る 状 態  
で あ っ て も 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 の 下 方 か ら 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ を 差 し 込 む こ と が で き る  
。 こ れ に よ り 、 最 終 的 に 、 ベ ル ト ５ ５ を 強 く 曲 げ る こ と な く 、 ベ ル ト ５ ５ を 駆 動 プ ー リ ー  
２ ６ １ ｂ に 掛 け 回 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 図 ７ で は 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ の 接 触 面 ５ ２ ３ と 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ の 接 触 面 ５ ２ ３ と の 離  
間 距 離 、 つ ま り 支 持 部 ５ ２ １ 同 士 の 離 間 距 離 を Ｓ １ と し 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ の 溝 ５ ２ ４ と  
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第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ の 溝 ５ ２ ４ と の 離 間 距 離 、 つ ま り 欠 損 部 ５ ２ ２ 同 士 の 離 間 距 離 を Ｓ ２ と  
す る 。 こ れ ら の 離 間 距 離 Ｓ １ 、 Ｓ ２ は 、 ｘ 軸 方 向 に お け る 距 離 の こ と を い う 。 ま た 、 図 ７  
で は 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ の 幅 を Ｗ １ と し 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 幅 を Ｗ ２ と す る 。 こ れ  
ら の 幅 Ｗ １ 、 Ｗ ２ は 、 ｘ 軸 方 向 に お け る 長 さ の こ と を い う 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ ら の 離 間 距 離 Ｓ １ 、 Ｓ ２ お よ び 幅 Ｗ １ 、 Ｗ ２ は 、 下 記 式 （ １ ） を 満 た す 。
　 Ｗ １ ＜ Ｓ １ ＜ Ｗ ２ ＜ Ｓ ２   …   （ １ ）
【 ０ ０ ７ １ 】
　 上 記 式 （ １ ） で は 、 Ｗ １ ＜ Ｓ １ が 成 り 立 っ て い る た め 、 図 ８ に 矢 印 Ｍ ２ で 示 す よ う に 駆  
動 部 ２ ６ １ を 並 進 さ せ た と き 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ が 支 持 部 ５ ２ １ 同 士 の 間 を 通 過 で き  
る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 上 記 式 （ １ ） で は 、 Ｗ ２ ＜ Ｓ ２ が 成 り 立 っ て い る 。 さ ら に 、 溝 ５ ２ ４ の ｙ 軸 方 向  
の 幅 Ｗ ３ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 厚 さ ｔ １ よ り も 広 く な っ て い る 。 こ  
の た め 、 図 ８ に 矢 印 Ｍ ２ で 示 す よ う に 駆 動 部 ２ ６ １ を 並 進 さ せ た と き 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ  
の 両 端 部 が 欠 損 部 ５ ２ ２ を 通 過 で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 欠 損 部 ５ ２ ２ を 通 過 し 終 え た 時 点 で 、 並 進 を 止 め 、 駆 動 部 ２  
６ １ を 保 持 す る 。 図 ９ に は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 欠 損 部 ５ ２ ２ を 通 過 し 終 え た 状 態 、 つ ま  
り 、 図 ８ に 矢 印 Ｍ ２ で 示 す 駆 動 部 ２ ６ １ の 移 動 が 完 了 し た 状 態 を 示 し て い る 。 図 ９ で は 、  
ベ ル ト ５ ５ の 他 端 の 下 方 か ら 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ が 差 し 込 ま れ た 状 態 と な っ て い る 。 な  
お 、 こ の 時 点 で は 、 必 ず し も 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 に 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ が 差 し 込 ま れ て  
い な く て も よ く 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 と 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ と が 互 い に 近 接 し て い れ ば よ  
い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 欠 損 部 ５ ２ ２ を 通 過 し 終 え た 状 態 を 図 ９ と は 異 な る 視 点  
で 見 た と き の 図 で あ る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 こ の 時 点 で は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 第 １ 突  
出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ の 上 方 に 位 置 し て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 フ ラ  
ン ジ ２ ６ １ ｃ が 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ の 上 方 に 位 置 し て い て も 、 モ ー  
タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ の 一 部 は 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ と 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ と の 間 に 位 置 し て い る  
。 な お 、 駆 動 部 ２ ６ １ の 形 態 は 、 図 示 し た 形 態 に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 ｘ 軸 と 平 行 な 軸 を 中 心 軸 と し て 、 駆 動 部 ２ ６ １ を 回 転 さ せ  
る 。 具 体 的 に は 、 図 １ １ に 示 す フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 下 端 に 位 置 す る 稜 線 を 回 転 軸 と し て 、  
図 １ １ に 矢 印 Ｍ ３ で 示 す よ う に 駆 動 部 ２ ６ １ を 回 転 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 駆 動 プ ー リ ー ２  
６ １ ｂ が 上 方 に 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ が 下 方 に 移 動 す る 。 そ の 結 果 、 ベ ル ト ５ ５ の 内 側  
に 差 し 込 ま れ て い た 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ の 姿 勢 が 変 化 し 、 そ れ に 伴 っ て 、 ベ ル ト ５ ５ の  
他 端 が 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に 掛 け 回 さ れ る こ と に な る 。 ま た 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 両 端  
部 が 、 接 触 面 ５ ２ ３ に 接 触 す る 。 こ れ に よ り 、 ベ ル ト ５ ５ を 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に 掛 け  
回 す 作 業 、 お よ び 、 ｚ 軸 方 向 に お け る 駆 動 部 ２ ６ １ の 位 置 決 め を 行 う 作 業 が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 な お 、 上 記 式 （ １ ） で は 、 Ｓ １ ＜ Ｗ ２ が 成 り 立 っ て い る た め 、 図 １ １ に 矢 印 Ｍ ３ で 示 す  
よ う に 駆 動 部 ２ ６ １ を 回 転 さ せ た と き 、 接 触 面 ５ ２ ３ 上 に フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 載 せ る こ と  
が で き る 。 こ れ に よ り 、 支 持 部 ５ ２ １ で フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 支 持 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 以 上 の よ う に 駆 動 部 ２ ６ １ の 姿 勢 を 変 化 さ せ つ つ 、 ベ ル ト ５ ５ を 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ  
に 掛 け 回 す 手 順 を 採 用 す る こ と に よ り 、 ベ ル ト ５ ５ を 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に 掛 け 回 す と  
き 、 ベ ル ト ５ ５ を 強 く 曲 げ る 必 要 が な く な る 。 ま た 、 ロ ボ ッ ト ２ で は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 沿  
っ た 方 向 に お い て 、 ベ ル ト ５ ５ を 介 し て 減 速 機 ５ ３ ４ と は 反 対 側 に モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ  
が 位 置 し て い る 。 つ ま り 、 ベ ル ト ５ ５ の 上 方 に 減 速 機 ５ ３ ４ が 位 置 し 、 ベ ル ト ５ ５ の 下 方  
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に モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ が 位 置 し て い る 。 こ の た め 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 の 下 方 か ら 駆 動 プ  
ー リ ー ２ ６ １ ｂ を 差 し 込 む だ け で 、 ベ ル ト ５ ５ を 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に 掛 け 回 す こ と が  
で き 、 か つ 、 そ の 作 業 の 過 程 で ベ ル ト ５ ５ と モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ と が 干 渉 し に く い 。 よ  
っ て 、 そ の 観 点 で も 、 ベ ル ト ５ ５ を 強 く 曲 げ る 必 要 が な い 。 こ れ ら の 理 由 か ら 、 ベ ル ト ５  
５ に 損 傷 が 生 じ る の を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 一 方 、 従 来 は 、 タ イ ミ ン グ ベ ル ト の 内 側 に プ ー リ ー を 差 し 込 む よ う に サ ー ボ モ ー タ ー の  
姿 勢 を 変 え な が ら 、 サ ー ボ モ ー タ ー を ハ ウ ジ ン グ に 固 定 し よ う と し て も 、 サ ー ボ モ ー タ ー  
の 姿 勢 を 変 え る と き に 、 フ ラ ン ジ と 、 ハ ウ ジ ン グ の 内 壁 か ら 突 出 す る 突 出 部 と 、 が 干 渉 し  
て し ま う 。 こ の た め 、 サ ー ボ モ ー タ ー の 姿 勢 を 変 え る こ と が で き ず 、 プ ー リ ー を タ イ ミ ン  
グ ベ ル ト の 内 側 に 差 し 込 む こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 こ の よ う な 従 来 技 術 に 対 し 、 上 述 の 構 造 お よ び 手 順 に よ り 、 ベ ル ト ５ ５ に 加 わ る 負 荷 を  
抑 制 し つ つ 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ に 接 続 さ れ た 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に ベ ル ト ５ ５ を 掛  
け 回 す と と も に 、 駆 動 部 ２ ６ １ が 有 す る フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ と 基 台 ２ １ が 有 す る 筐 体 ５ １ と  
の 係 合 を 利 用 し た 駆 動 部 ２ ６ １ の 位 置 決 め を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ま た 、 ベ ル ト ５ ５ を 曲 げ る た め の ス ペ ー ス を 確 保 し て お く 必 要 も な い 。 具 体 的 に は 、 あ  
ら か じ め 筐 体 ５ １ に 支 持 さ れ て い る 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に 対 し て ベ ル ト ５ ５ を 掛 け 回 す  
場 合 、 ベ ル ト ５ ５ を 曲 げ な が ら 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に 掛 け 回 す 必 要 が あ る た め 、 ベ ル ト  
５ ５ を 大 き く 曲 げ る た め の ス ペ ー ス が 必 要 と な る 。 例 え ば 、 ベ ル ト ５ ５ を 上 方 に 大 き く 曲  
げ る 場 合 、 減 速 機 ５ ３ ４ と ベ ル ト ５ ５ と の 干 渉 を 避 け る た め 、 減 速 機 ５ ３ ４ と 従 動 プ ー リ  
ー ５ ３ ２ と の 距 離 を ｚ 軸 方 向 に 伸 ば す 必 要 が あ る 。 と こ ろ が 、 こ の 距 離 が 伸 び る と 、 減 速  
機 ５ ３ ４ に 負 荷 が 加 わ り や す く な り 、 減 速 機 ５ ３ ４ の 寿 命 が 縮 む 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 ベ ル ト ５ ５ を 大 き く 曲 げ る 必 要 が な い た め 、 ｚ 軸 方 向 に お け る 減 速 機  
５ ３ ４ と ベ ル ト ５ ５ と の 距 離 を 縮 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 減 速 機 ５ ３ ４ に 加 わ る  
負 荷 の 低 減 を 図 り 、 減 速 機 ５ ３ ４ の 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 ま た 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ の 一 部 は 、 関 節 部 収 容 部 位 ５ １ ｂ と 重 な る よ う に 配 置 さ れ  
て い る 。 こ れ に よ り 、 筐 体 ５ １ を 小 型 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ４ ． ５ ． フ ラ ン ジ 固 定 工 程
　 フ ラ ン ジ 固 定 工 程 Ｓ １ １ ０ で は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 ネ ジ ５ ２ ６ を 用 い て フ ラ ン ジ ２  
６ １ ｃ を 支 持 部 ５ ２ １ に 固 定 す る 。 具 体 的 に は 、 図 ３ に 示 す フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 固 定 孔 ２  
６ １ ｄ に 、 図 １ ２ に 示 す ネ ジ ５ ２ ６ を 挿 通 す る と と も に 、 図 ４ に 示 す 締 結 孔 ５ ２ ５ に ネ ジ  
５ ２ ６ を 螺 合 さ せ る 。 な お 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 支 持 部 ５ ２ １ に 固 定 す る 方 法 は 、 ネ ジ ５  
２ ６ を 用 い た 方 法 に 限 定 さ れ ず 、 そ れ 以 外 の 方 法 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ま た 、 ネ ジ ５ ２ ６ お よ び そ れ を 締 結 孔 ５ ２ ５ に 螺 合 さ せ る ツ ー ル は 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ か  
ら 内 部 空 間 ５ １ ０ に 向 か っ て 進 入 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ を 設 け  
る こ と に よ り 、 ロ ボ ッ ト ２ の 組 立 作 業 の 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 さ ら に 、 図 ３ に 示 す 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ は 、 前 述 し た よ う に 、 側 方 窓 部 ５ １ ５ お よ び 全 面 窓  
部 ５ １ ７ を 有 す る 。 駆 動 部 ２ ６ １ の 位 置 お よ び 姿 勢 を 変 化 さ せ る 作 業 は 、 作 業 者 ま た は 作  
業 用 ロ ボ ッ ト が 側 方 窓 部 ５ １ ５ お よ び 全 面 窓 部 ５ １ ７ の 少 な く と も 一 方 か ら 腕 ま た は ア ー  
ム を 進 入 さ せ て 行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 側 方 窓 部 ５ １ ５ お よ び 全 面 窓 部 ５ １ ７ を 設  
け る こ と に よ り 、 ロ ボ ッ ト ２ の 組 立 作 業 の 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 以 上 の よ う に し て 基 台 ２ １ が 組 み 立 て ら れ る 。 そ の 後 、 基 台 ２ １ に ロ ボ ッ ト ア ー ム ２ ０  
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を 接 続 す る こ と に よ り 、 ロ ボ ッ ト ２ が 組 み 立 て ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 な お 、 図 ２ に 示 す 基 台 ２ １ を 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 沿 っ た 位 置 か ら 見 た 場 合 、 欠 損 部 ５ ２ ２  
は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ と 関 節 部 ５ ３ と の 間 に 位 置 し て い る 。 つ ま り 、 欠 損 部 ５ ２ ２ の ｙ 軸 方 向  
の 位 置 は 、 図 ２ に 示 す 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ と 関 節 部 ５ ３ と の 間 に あ る 。 こ の よ う な 位 置 に 欠 損 部  
５ ２ ２ を 設 け る こ と に よ り 、 駆 動 部 ２ ６ １ の 姿 勢 を 図 ８ に 示 す 姿 勢 か ら 図 １ ２ に 示 す 姿 勢  
に 遷 移 さ せ る と き 、 駆 動 部 ２ ６ １ の 姿 勢 変 化 が 円 滑 に な る 。 つ ま り 、 図 ８ に 矢 印 Ｍ ２ で 示  
す よ う に 駆 動 部 ２ ６ １ を 並 進 さ せ た 後 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ベ ル ト ５ ５ の 他 端 の 下 方 か ら  
駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ を 差 し 込 み 作 業 が 容 易 に 行 え る よ う に な る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 ま た 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ 、 側 方 窓 部 ５ １ ５ お よ び 全 面 窓 部 ５ １ ７ は 、 ロ ボ ッ ト ２ の 組 立 後  
、 修 理 や メ ン テ ナ ン ス を 行 う と き に も 、 作 業 経 路 と し て 用 い る こ と が で き る 。 こ の 作 業 経  
路 が あ る こ と に よ り 、 組 立 後 の 基 台 ２ １ を 上 下 反 転 さ せ る こ と な く 、 設 置 さ れ た 姿 勢 の ま  
ま で 修 理 等 に 供 す る こ と が で き る 。 ま た 、 修 理 等 に 際 し 、 基 台 ２ １ か ら ロ ボ ッ ト ア ー ム ２  
０ を 取 り 外 す 必 要 も な く な る 。 こ の た め 、 修 理 等 の 作 業 効 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
５ ． 実 施 形 態 が 奏 す る 効 果
　 以 上 の よ う に 、 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 は 、 基 台 ２ １ （ 第 １ 部 材 ） と 、 基 台  
２ １ に 対 し て 相 対 的 に 回 転 す る 第 １ ア ー ム ２ ２ （ 第 ２ 部 材 ） と 、 を 備 え る ロ ボ ッ ト ２ の 組  
立 方 法 で あ っ て 、 準 備 工 程 Ｓ １ ０ ２ と 、 第 １ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ４ と 、 駆 動 部 姿 勢 変 更  
工 程 Ｓ １ ０ ６ と 、 第 ２ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ８ と 、 フ ラ ン ジ 固 定 工 程 Ｓ １ １ ０ と 、 を 有 す  
る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 準 備 工 程 Ｓ １ ０ ２ で は 、 筐 体 ５ １ と 、 駆 動 部 ２ ６ １ と 、 関 節 部 ５ ３ と 、 ベ ル ト ５ ５ と 、  
を 有 す る 組 立 前 の 基 台 ２ １ を 用 意 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 筐 体 ５ １ は 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ お よ び 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ と 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ と 、 第 ２ 突 出  
部 ５ １ ９ と 、 を 有 す る 。 第 １ 壁 部 ５ １ １ お よ び 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ は 、 互 い に 離 れ て （ 内 部 空  
間 ５ １ ０ を 介 し て ） 対 向 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ は 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ か ら 第 ２  
壁 部 ５ １ ２ に 向 か っ て 突 出 し て い る 。 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ は 、 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ か ら 第 １ 壁 部  
５ １ １ に 向 か っ て 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 駆 動 部 ２ ６ １ は 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ と 、 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ と 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １  
ｃ と 、 を 有 す る 。 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ ま わ り に 回 転 す る 駆 動 力 を 発 生  
す る 。 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ は 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ ２ ６  
１ ｃ は 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ か ら 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 交 差 す る 方 向 に 突 出 し て い る 。
　 関 節 部 ５ ３ は 、 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ を 有 し 、 第 １ ア ー ム ２ ２ に 駆 動 力 を 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ は 、 支 持 部 ５ ２ １ と 、 欠 損 部 ５ ２ ２ と 、 を 有  
す る 。 支 持 部 ５ ２ １ で は 、 互 い の 離 間 距 離 Ｓ １ が 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 突 出 す る 方 向 に お  
け る 長 さ （ 幅 Ｗ ２ ） よ り も 短 い 。 欠 損 部 ５ ２ ２ で は 、 互 い の 離 間 距 離 Ｓ ２ が 、 フ ラ ン ジ ２  
６ １ ｃ が 突 出 す る 方 向 に お け る 長 さ （ 幅 Ｗ ２ ） よ り も 長 い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 第 １ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ４ で は 、 ベ ル ト ５ ５ を 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ に 掛 け 回 す 。
　 駆 動 部 姿 勢 変 更 工 程 Ｓ １ ０ ６ で は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 突 出 す る 方 向 に お け る 両 端 部 が  
欠 損 部 ５ ２ ２ を 通 過 す る 経 路 で 、 駆 動 部 ２ ６ １ を ベ ル ト ５ ５ に 近 づ け る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 第 ２ ベ ル ト 懸 回 工 程 Ｓ １ ０ ８ で は 、 ベ ル ト ５ ５ を 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に 掛 け 回 す 。
　 フ ラ ン ジ 固 定 工 程 Ｓ １ １ ０ で は 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 支 持 部 ５ ２ １ に 固 定 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
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　 こ の よ う な 組 立 方 法 に よ れ ば 、 ベ ル ト ５ ５ に 加 わ る 負 荷 を 抑 制 し つ つ 、 駆 動 プ ー リ ー ２  
６ １ ｂ に ベ ル ト ５ ５ を 掛 け 回 す こ と が で き る 。 ま た 、 駆 動 部 ２ ６ １ が 有 す る フ ラ ン ジ ２ ６  
１ ｃ と 、 基 台 ２ １ が 有 す る 筐 体 ５ １ と 、 の 係 合 を 利 用 し て 、 駆 動 部 ２ ６ １ の 位 置 決 め を 行  
う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 上 記 の よ う な 組 立 方 法 に よ れ ば 、 ベ ル ト ５ ５ に 損 傷 が 生 じ  
る こ と を 抑 制 し つ つ 、 信 頼 性 の 高 い ロ ボ ッ ト ２ を 組 み 立 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 ま た 、 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト ２ は 、 基 台 ２ １ （ 第 １ 部 材 ） と 、 基 台 ２ １ に 対 し て 相 対  
的 に 回 転 す る 第 １ ア ー ム ２ ２ （ 第 ２ 部 材 ） と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 基 台 ２ １ は 、 筐 体 ５ １ と 、 駆 動 部 ２ ６ １ と 、 関 節 部 ５ ３ と 、 ベ ル ト ５ ５ と 、 を 有 す る 。
　 筐 体 ５ １ は 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ お よ び 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ と 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ と 、 第 ２ 突 出  
部 ５ １ ９ と 、 を 有 す る 。 第 １ 壁 部 ５ １ １ お よ び 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ は 、 互 い に 離 れ て （ 内 部 空  
間 ５ １ ０ を 介 し て ） 対 向 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ は 、 第 １ 壁 部 ５ １ １ か ら 第 ２  
壁 部 ５ １ ２ に 向 か っ て 突 出 し て い る 。 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ は 、 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ か ら 第 １ 壁 部  
５ １ １ に 向 か っ て 突 出 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 駆 動 部 ２ ６ １ は 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ と 、 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ と 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １  
ｃ と 、 を 有 す る 。 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ ま わ り に 回 転 す る 駆 動 力 を 発 生  
す る 。 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ は 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ に 接 続 さ れ て い る 。 フ ラ ン ジ ２ ６  
１ ｃ は 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ か ら 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 交 差 す る 方 向 に 突 出 し て い る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 関 節 部 ５ ３ は 、 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ を 有 し 、 第 １ ア ー ム ２ ２ に 駆 動 力 を 伝 達 す る 。
　 ベ ル ト ５ ５ は 、 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ と 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ と に 掛 け 渡 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 そ し て 、 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ は 、 支 持 部 ５ ２ １ と 、 欠 損 部 ５ ２ ２  
と 、 を 有 す る 。 支 持 部 ５ ２ １ で は 、 互 い の 離 間 距 離 Ｓ １ が 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 突 出 す る  
方 向 に お け る 長 さ （ 幅 Ｗ ２ ） よ り も 短 く 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 突 出 す る 方 向 に お け る 両 端  
部 を 支 持 す る 。 欠 損 部 ５ ２ ２ で は 、 互 い の 離 間 距 離 Ｓ ２ が 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ が 突 出 す る  
方 向 に お け る 長 さ （ 幅 Ｗ ２ ） よ り も 長 く 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ の 両 端 部 が 通 過 す る よ う に 構  
成 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 ベ ル ト ５ ５ に 加 わ る 負 荷 を 抑 制 し つ つ 、 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １  
ｂ に ベ ル ト ５ ５ を 掛 け 回 す こ と が で き る ロ ボ ッ ト ２ が 得 ら れ る 。 こ の よ う な ロ ボ ッ ト ２ で  
は 、 ベ ル ト ５ ５ の 損 傷 が 抑 制 さ れ る た め 、 信 頼 性 が 高 め ら れ る 。 ま た 、 駆 動 部 ２ ６ １ が 有  
す る フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ と 基 台 ２ １ が 有 す る 筐 体 ５ １ と を 係 合 さ せ る こ と に よ り 、 筐 体 ５ １  
に 対 し て 駆 動 部 ２ ６ １ を 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト ２ で は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 沿 っ た 位 置 か ら 見 た と き 、 欠  
損 部 ５ ２ ２ が 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ と 関 節 部 ５ ３ と の 間 に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 位 置 に 欠 損 部 ５ ２ ２ を 設 け る こ と で 、 駆 動 部 ２ ６ １ の 姿 勢 が 図 ８ に 示 す 姿 勢  
か ら 図 １ ２ に 示 す 姿 勢 に 遷 移 す る と き 、 駆 動 部 ２ ６ １ の 姿 勢 変 化 が 円 滑 に な る 。 こ れ に よ  
り 、 組 み 立 て が 容 易 な ロ ボ ッ ト ２ を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト ２ で は 、 筐 体 ５ １ が 、 少 な く と も 第 １ 壁 部 ５ １ １ お よ  
び 第 ２ 壁 部 ５ １ ２ に よ り 画 さ れ る 内 部 空 間 ５ １ ０ と 外 部 空 間 と を つ な ぐ 開 口 部 で あ る 上 方  
窓 部 ５ １ ６ を 有 す る 。 そ し て 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 沿 っ た 位 置 、 つ ま り 上 方 窓 部 ５ １ ６ の 上 方  
の 位 置 か ら 見 た と き 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ と 欠 損 部 ５ ２ ２ と が 重 な っ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 例 え ば 加 工 ツ ー ル を 用 い て 第 １ 突 出 部 ５ １ ８ お よ び 第 ２ 突 出 部 ５ １ ９ に 欠  
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損 部 ５ ２ ２ を 形 成 す る と き 、 加 工 ツ ー ル を 上 方 窓 部 ５ １ ６ か ら 内 部 空 間 ５ １ ０ に 進 入 さ せ  
る こ と が 可 能 に な る 。 し た が っ て 、 筐 体 ５ １ を 図 １ ２ に 示 す 姿 勢 か ら 変 え る こ と な く 、 溝  
５ ２ ４ を 機 械 加 工 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト ２ で は 、 支 持 部 ５ ２ １ が 締 結 孔 ５ ２ ５ を 有 す る 。 そ し  
て 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ は 、 こ の 締 結 孔 ５ ２ ５ を 用 い て 支 持 部 ５ ２ １ に 締 結 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ を 支 持 部 ５ ２ １ に 対 し て 確 実 に 固 定 す る と  
と も に 、 必 要 に 応 じ て 固 定 を 解 除 す る こ と も 容 易 に な る 。 こ の た め 、 ロ ボ ッ ト ２ の 組 立 効  
率 を 高 め つ つ 、 メ ン テ ナ ン ス 性 も 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト ２ で は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 沿 っ た 位 置 か ら 見 た と き 、 開  
口 部 で あ る 上 方 窓 部 ５ １ ６ と 締 結 孔 ５ ２ ５ と が 重 な っ て い る 。 つ ま り 、 ロ ボ ッ ト ２ を 上 方  
か ら 見 た と き 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ か ら 締 結 孔 ５ ２ ５ が 見 え る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 締 結 孔 ５ ２ ５ を 加 工 す る 作 業 や 、 締 結 孔 ５ ２ ５ に 対 し て ネ ジ  
５ ２ ６ を 螺 合 さ せ る 作 業 を 、 上 方 窓 部 ５ １ ６ を 介 し て 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト ２ で は 、 支 持 部 ５ ２ １ が 、 フ ラ ン ジ ２ ６ １ ｃ と 接 触 す  
る 接 触 面 ５ ２ ３ を 有 す る 。 こ の 接 触 面 ５ ２ ３ は 、 機 械 加 工 面 で あ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ  
に よ り 、 ２ つ の 接 触 面 ５ ２ ３ の 共 面 性 を 高 め る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 筐 体 ５ １ に 対 す  
る 駆 動 部 ２ ６ １ の 位 置 お よ び 姿 勢 の 精 度 を 高 め る こ と が で き る 。 な お 、 支 持 部 ５ ２ １ に 接  
触 面 ５ ２ ３ を 設 け な い 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト ２ で は 、 関 節 部 ５ ３ が 、 従 動 プ ー リ ー ５ ３ ２ と 接 続 さ  
れ る 減 速 機 ５ ３ ４ を 有 す る 。 そ し て 、 モ ー タ ー 本 体 ２ ６ １ ａ は 、 駆 動 軸 Ａ Ｘ ４ に 沿 っ た 方  
向 に お い て 、 減 速 機 ５ ３ ４ の ベ ル ト ５ ５ を 介 し た 反 対 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 ベ ル ト ５ ５ を 強 く 曲 げ る こ と な く 、 ま た 、 ベ ル ト ５ ５ を 曲 げ る た め の ス ペ  
ー ス を 確 保 す る こ と な く 、 駆 動 プ ー リ ー ２ ６ １ ｂ に ベ ル ト ５ ５ を 掛 け 回 す こ と が で き る 。  
そ の 結 果 、 ベ ル ト ５ ５ に 損 傷 が 生 じ る の を 避 け る と と も に 、 減 速 機 ５ ３ ４ と ベ ル ト ５ ５ と  
の 距 離 を 縮 め る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 ベ ル ト ５ ５ お よ び 減 速 機 ５ ３ ４ の 長 寿 命 化 を  
図 る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る ロ ボ ッ ト シ ス テ ム １ は 、 ロ ボ ッ ト ２ と 、 ロ ボ ッ ト ２ の 動 作 を 制  
御 す る 制 御 装 置 ３ と 、 を 備 え る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ロ ボ ッ ト ２ は 、 前 述 し た よ う に ベ ル ト ５ ５ や 減 速 機 ５ ３ ４ の 信 頼 性 が 高 く 、 か つ 、 長 寿  
命 化 が 図 ら れ て い る 。 こ の た め 、 信 頼 性 が 高 く 、 長 寿 命 化 が 図 ら れ た ロ ボ ッ ト シ ス テ ム １  
を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の ロ ボ ッ ト 、 ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 お よ び ロ ボ ッ ト シ ス テ ム を 図 示 の 実 施 形  
態 に 基 づ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の ロ ボ ッ ト お よ び ロ ボ ッ ト シ ス テ ム は 、 前 記 実 施 形 態 に  
限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 前 記 実 施 形 態 の 各 部 が 同 様 の 機 能 を 有 す る 任 意 の 構 成  
の も の に 置 換 さ れ た も の で あ っ て も よ く 、 前 記 実 施 形 態 に 任 意 の 構 成 物 が 付 加 さ れ た も の  
で あ っ て も よ く 、 複 数 の 前 記 実 施 形 態 を 組 み 合 わ せ た も の で あ っ て も よ い 。
　 ま た 、 本 発 明 の ロ ボ ッ ト の 組 立 方 法 は 、 前 記 実 施 形 態 に 任 意 の 目 的 の 工 程 が 追 加 さ れ た  
も の で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ ７ 】
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１ … ロ ボ ッ ト シ ス テ ム 、 ２ … ロ ボ ッ ト 、 ３ … 制 御 装 置 、 ４ … 慣 性 セ ン サ ー 、 ２ ０ … ロ ボ ッ  
ト ア ー ム 、 ２ １ … 基 台 、 ２ ２ … 第 １ ア ー ム 、 ２ ３ … 第 ２ ア ー ム 、 ２ ４ … シ ャ フ ト 、 ２ ９ …  
エ ン ド エ フ ェ ク タ ー 、 ５ １ … 筐 体 、 ５ １ ａ … 駆 動 部 収 容 部 位 、 ５ １ ｂ … 関 節 部 収 容 部 位 、  
５ ３ … 関 節 部 、 ５ ５ … ベ ル ト 、 ２ ３ １ … ベ ー ス 、 ２ ３ ２ … 上 側 カ バ ー 、 ２ ３ ３ … 下 側 カ バ  
ー 、 ２ ４ ０ … 関 節 部 、 ２ ４ １ … ボ ー ル ネ ジ ナ ッ ト 、 ２ ４ ２ … ス プ ラ イ ン ナ ッ ト 、 ２ ４ ４ …  
ペ イ ロ ー ド 、 ２ ６ １ … 駆 動 部 、 ２ ６ １ ａ … モ ー タ ー 本 体 、 ２ ６ １ ｂ … 駆 動 プ ー リ ー 、 ２ ６  
１ ｃ … フ ラ ン ジ 、 ２ ６ １ ｄ … 固 定 孔 、 ２ ６ ２ … 駆 動 部 、 ２ ６ ３ … 駆 動 部 、 ２ ６ ４ … 駆 動 部  
、 ５ １ ０ … 内 部 空 間 、 ５ １ １ … 第 １ 壁 部 、 ５ １ ２ … 第 ２ 壁 部 、 ５ １ ３ … 天 板 、 ５ １ ４ … 底  
板 、 ５ １ ５ … 側 方 窓 部 、 ５ １ ６ … 上 方 窓 部 、 ５ １ ７ … 全 面 窓 部 、 ５ １ ８ … 第 １ 突 出 部 、 ５  
１ ９ … 第 ２ 突 出 部 、 ５ ２ １ … 支 持 部 、 ５ ２ ２ … 欠 損 部 、 ５ ２ ３ … 接 触 面 、 ５ ２ ４ … 溝 、 ５  
２ ５ … 締 結 孔 、 ５ ２ ６ … ネ ジ 、 ５ ３ ２ … 従 動 プ ー リ ー 、 ５ ３ ４ … 減 速 機 、 Ａ Ｘ １ … 第 １ 軸  
、 Ａ Ｘ ２ … 第 ２ 軸 、 Ａ Ｘ ３ … 第 ３ 軸 、 Ａ Ｘ ４ … 駆 動 軸 、 Ｍ １ … 矢 印 、 Ｍ ２ … 矢 印 、 Ｍ ３ …  
矢 印 、 ｔ １ … 厚 さ 、 Ｓ １ … 離 間 距 離 、 Ｓ ２ … 離 間 距 離 、 Ｓ １ ０ ２ … 準 備 工 程 、 Ｓ １ ０ ４ …  
第 １ ベ ル ト 懸 回 工 程 、 Ｓ １ ０ ６ … 駆 動 部 姿 勢 変 更 工 程 、 Ｓ １ ０ ８ … 第 ２ ベ ル ト 懸 回 工 程 、  
Ｓ １ １ ０ … フ ラ ン ジ 固 定 工 程 、 Ｗ １ … 幅 、 Ｗ ２ … 幅 、 Ｗ ３ … 幅
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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